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グッズのご紹介や、関連イベント
のご案内も一緒にお届けいたしま
す。ニュースの発行や、送金手数料、
郵送料は「みんなの夢の音楽隊」
が負担しています。
　みんなの夢の音楽隊は、内部活
動グループとしての JAPAN-MMCC
を継続し、これからもアフガニス
タンの子どもたちとの交流や、活
動の連携を続けていきます。アフ
ガニスタンの治安状況は悪化の一
途をたどり、日本で見聞きするこ
とはどれも残念なニュースばかり
です。しかし、子どもたちの役割は、
戦争に参加することではありませ
ん。戦争をやめさせることは大人
たちの役目です。子どもたちは、
将来の世界を楽しいものにするた

ＭＭＣＣニュースに関する感想･アイデア･ご意見をお寄せください。 お待ちしております。

　　　お問い合わせ　TEL 048-783-5771　FAX 048-783-5772　info@yumeuta.com　
郵便振替　00160-8-352345　特定非営利活動法人みんなの夢の音楽隊　

年会費 1 口 10,000 円　毎月 1 回ニュースをお届けします。 活動を支えてください♪
年会費 1 口   3,000 円　毎月 1 回ニュースをお届けします。
年会費 1 口 10,000 円　共同企画事業を行います。 会員割引の適用が受けられます。
月会費 1 口寄付300 円　年４回 MMCC ニュースをお届けします。※全額現地送金。
1ｱｶｳﾝﾄ 3,150 円／年

正会員
賛助会員
団体賛助会員
MMCCｻﾎﾟｰﾀｰ
※ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ
@yumeuta.com または @japan-mmcc.com

NPO 法人みんなの夢の音楽隊は、 会員の皆様の会費によって運営されています。

私たちの活動に賛同し、 協力してくださるメンバーを募集しています！

ＮＰＯ法人みんなの夢の音楽隊 会員募集中
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小林泰博
小宮信之
富田恵
福井久仁子
山岸嘉昭
斎藤友昭
新井孝治
岡本賢治
芝崎俊貴

2008 年 8 月～ 2009 年 2 月
ご入会のサポーター♪

あなたもサポーター
になりませんか！？

会費は１口 300 円／月です。全額
がアフガニスタンMMCCに送金さ
れ、現地の活動に役立てられます。
サポーターには、年４回、現地の
様子を伝える「MMCC ニュース」
をお届けします。また、カレンダー
やポストカードといったサポート

サポーターを募集しています！

ＭＭＣＣニュースの配布先を紹介
してください♪このニュースを、
会員の方だけでなく広く一般のみ
なさまに読んでいただき、この活
動を支える仲間をひとりでも多く
増やしていきたいと考えていま
す。ご親戚や、お友達に紹介した
いという場合や、イベントで配布
したいという場合でも、お気軽に
事務局にお問い合わせください。
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アフガニスタンチャリティカレンダー 2009

めに、今を大切に楽しむことが仕
事です。そして、その楽しさを、
よりたくさんの子どもたちと共有
することが、彼らの役割です。そ
んな子どもたちをサポートするこ
とが、MMCC をはじめ、みんなの
夢の音楽隊の役目だと思います。
今後とも、みなさまのご支援・ご
協力・ご声援♪どうぞよろしくお
願いいたします。

理事長：今川夏如

１1０人

　2008 年 10 月発売の、2009
年版アフガニスタンチャリティ
カレンダーは、各共同制作グルー
プのみなさんを中心に、各地の
イベントやコンサート会場など
で販売されました。毎年恒例と
なっているイベントなどでは、
わざわざこのカレンダーを買い
に来てくれる方も現れ、継続的
な支援となりつつあります。
　また、今回から制作した卓上
型のカレンダーもとても好評で
した。制作コストに対して価格
が安いため、収益減が懸念され
ていましたが、壁掛け型と卓上
型をセットで購入していただけ
る方が多く、最終的には 5900
部を販売し 219 万 9868 円の支
援金を集めることができました。
送金総額はこの５年間で約 940
万円になりました。みなさまの
ご協力、本当にありがとうござ
います！これからも応援をどう
ぞよろしくお願いいたします。

　　　

今回支援金２２０万円
５年間総額９４０万円

2009年
販売先・出店先のご提供、ありがとうございました。

▲新潟県越後湯沢で開催された
　イベントでの販売コーナー

▲卓上型カレンダーは、国内版
　の他に海外版も制作され、各
　地に送られました

▲新たな拠点となった建物

新たな拠点作り
　2002 年にカブール、2008 年
にバーミヤン。ＭＭＣＣが新拠点
を建設する際は、小さなコンテ
ナからはじまるのが通例です。
カブールのカルチャーセンター
は、毎年隣接する土地を借り上
げ、一度に 500 人を収容できる
ほどの大きさになっています。
しかし、当初は長期間借りられ
る予定でいた中央の土地も、オー
ナーのやむを得ない事情により、
借用期限が設定されてしまいま
した。継続利用を相談しながら
も、新しい拠点も同時に探して
いかなければなりません。そん
ななかで、現在のカルチャーセ
ンターからそれほど遠くない場
所に、使われていない倉庫のよ
うな建物を使うことができるよ
うになりました。詳細について
は、今後の現地調査も含め、次

号以降でお知らせ致します。修
繕及び移転費用がどれほどにな
るかもわかりませんが、今後と
も応援をどうぞよろしくお願い
致します。

渡航費・輸送費カンパにご協力をお願いします。
渡航期間：09 年 7 月～ 9 月の間に 1～
2週間程度を予定
渡航予定者：今川夏如 他数名
　皆様からいただいた支援金（カレンダー
やグッズの売り上げ、サポーターの会費）
は渡航費には使いません。これは 2002 年
の当初から決めていたことです。ですが、
正直安い金額ではありません。現地からの
要望により事前に購入していくものもあり、
荷物を運ぶだけでも費用がかかります。個
人的な負担が大きく、帰国後の継続的な活
動をささえるためにも、毎回カンパのお願
いをすることにしています。ぜひ、ご協力を
お願いいたします。
■カンパおよび支援金の振込先
※１口 3,000 円 ※通信欄に渡航費カンパと
ご明記ください。郵便振替 00160-8-352345 
特定非営利活動法人みんなの夢の音楽隊
※カンパは次回募集開始まで受け付けます。
■今回の渡航の目的
①アフガニスタンでの活動を継続し、それ
を日本のサポーター、および一般の人々に

伝えるための情報収集・取材活動。
②2009 年版カレンダーの支援金（約 220
万円 )を現地に届ける。
③サポーターの会費を現地に届ける。
④2010年版カレンダーの取材。
⑤要請・支援物資等を現地に届ける。
⑥現地関係各機関との関係作り。
⑦上記の目的を果たすために必要な経費
（人件費を除く）を捻出する。 
※治安情勢など総合的に判断し、適宜中止、
延期、緊急帰国等の措置をとる。

■渡航予定者から
　今回の渡航は現地との調整の上で検討期
間を長く設定し、その期間中に短期間の滞
在ですべての予定を完了させようと考えてい
ます。2006年の来日公演以来、私たちとア
フガニスタン側の友好関係は劇的に変化し
ました。アフガニスタン側からは、日本の子
どもたちに、もっとＭＭＣＣに来てほしい。
アフガニスタンに遊びに来てほしい！と言わ
れます。戦争や紛争に関わらないことを宣言

している彼らにとっては、戦場となっている
場所はむしろ遠い遠い場所であるかのよう
です。いつの日か、彼らの「遊びにおいでよ。」
に、気軽に応えることができるようになって
ほしい。「一緒に遊びたい！」と言うアフガ
ニスタンと日本の子どもたちの想いを、踏
みにじっているのはいったい誰なんだろう。
考えれば考えるほど悔しくてたまりません。
ですが、私にはできることがあります。「お
～いＹＵＫＩ、次はいつ来るんだ！？早く来
いよ！すっごい楽しい企画を考えてるんだ！」
と言われたなら、「おいおいおいおい！！！お
れが行くまで待ってろよ。すぐに行くから！」
と、カバンひとつで出かけていくことです。
着替えも歯ブラシも全部置いてあるので。
カバンの中身は？？？それは日本のみんなか
ら預かった、大切なお金です。このお金で、
アフガニスタンに戦争をしない子どもたちを
増やすのです。それができるのは戦争をし
ない大人達。私も戦争をしない大人のひと
りです。日本人は、戦争をしません。子ど
もに戦争をさせません。（今川夏如）



ＭＭＣＣってなに？初めて聞いたよ？なにをやってるの？という方へ♪
日本のみなさん！初めまして！アフガニスタン
ＭＭＣＣです。わたしたちはアフガニスタンで
設立されたＮＧＯなので、海外に母体を持って
いません。しかし、最初からのメンバーの中に、
デンマーク人と日本人がいました。その後不思
議なご縁で、日本にたくさんのトモダチができ
ました♪このニュースは、そんな日本にいるト
モダチが私たちの活動を紹介するために創って
くれたものです。せっかく読んでいただいてい

るので、少しでも私たちの活動を知ってもらい、
もし、気に入ってくれたら私たちの活動を支え
るサポーターになってくれませんか？ニュース
を読んでもわからないこととか、もっと知りた
いことがあったら、日本にいるトモダチになん
でも聞いてください。遠いところにいるけど、
私たちはいつも一緒に活動しています！！！ア
フガニスタンでは大きく次の４つのプログラム
を行っています♪

移動サーカス （モバイルサーカス）
アフガニスタンの地方の
村々を回り、教育的な内
容のパフォーマンスを行
い、字が読めない子ども
たちにも、平和教育、衛
生教育、地雷回避教育と
いった生活に必要な知識
を伝えています。
※写真は「手を洗おう！」

チルドレン ・ カルチャーセンター
15 の教室を持ち、歌や絵画、サーカス、演劇、ア
クロバット、格闘技、英語、コーラン、手芸、工芸、
文学などのクラスがある。それぞれのクラスで様々
な知識や技を身につけ、自身の可能性をのばせる
ような様々な工夫がなされています。広
い中庭では子ども達が自由に遊び回り、
叩いたりどなったりする大人はいませ
ん。自由な空間は子ども達の創造性を高
め、将来の可能性を広げていきます。

ワークショップ 実践！実感！実現！
実際に子どもたちの手で何かを創りあげる作業。
人形劇や組体操など、かならずひとりではできな
い、みんなで協力し、助
け合わなければできない
ことをやってみる。社会
の中での役割を実感し、
異なる部族同士でも助け
合うことの大切さを学ん
でいます。

ティーチャートレーニング ( 教員養成 )
長い戦争で教育インフラの 85％が破壊されまし
た。現在も、専門的な技術をもたず教科書をただ
読んでいるだけの教師も多いのです。子どもを叩
いたり、罵ったりすることも多く、教師の質が大
きな問題になっています。子ど
もの興味を引き出したりオリジ
ナルの教材作りは、ＭＭＣＣの最
も得意とする分野です。各地の
教育委員会などで行っています。

小さなファリヤが

▲パフォーマンスを見つめる子ども達

宙返りから
明るい未来へ !

んばったんだろう。お兄ちゃん達みたい
にやってみたい！そんな強い気持ちが、
普通だったらとっても難しい４つのクラ
ブをできるようになることさせたのだろ
う。　そして、４つのクラブが出来るよ
うになった頃、ファリヤは初めて歯が抜
けた。アフガニスタンでは、歯が抜ける
ということは、学校へ行ってもいい年に
なったよ！という証。この春から、ファ
リヤは学校へ通うことになる。おめでと
うファリヤ！そんなファリヤは今年、Ｍ
ＭＣＣの仲間達と一緒に、カブール市内
にある小学校で学ぶ 3,000 人以上の子
どもたちに、がんばった証のパフォーマ

西へ東へ！移動
ミニサーカス !!

　2007 ～ 2008 年、MMCC はより多
くの地域への拡大だけでなく、アクロ
バットにも力を入れてきました。“宙返
りから明るい未来へ！” と名付けられた
このプログラムは、MMCC のスタッフ、
そして子どもたちの努力によって成功を
収めました。それによって、MMCC は、
より高いレベルのサーカス学校プロジェ
クトをスタートしました。このサーカス
学校は、今後３年以内にアフガニスタン
国立サーカスチームとして、公式に認め
られることを目標としています。アフガ
ニスタン版シルク・ドゥ・ソレイユ誕生
も近い！？
　このサーカス学校は、アクロバットプ
ロジェクト成功のための責任者であり、
来日公演でも責任者を務めたシャヒール
先生が中心となって活動しています。子
どもたちからの信頼も厚いシャヒール先
生なら、きっと実現させることができる
でしょう。そして、このサーカス学校の

誕生によって、もっと難しい事が出来
るようになりたい！上を目指したい！
そんな子どもたちの想いを実現させる
事ができます。ぜひ、サーカス学校の

ウィンター
プログラム
２００９

▲ファリヤ（自称６歳）学校へ通う
のが今から楽しみで笑顔いっぱい♪

▲バーミヤンのサーカスハウス

ンスを届けたのでした♪

2008 年もアフガニスタンのあちこち
へ、笑いと教育がたくさん詰まった移
動ミニサーカスを展開しました。カブー
ルの外では、北、東、西、そしてアフ
ガニスタンの中央部に住む 15 万人以
上の子どもたちが、ＭＭＣＣのパフォー
マンスとワークショップを体験しまし
た♪各州で行われた移動サーカスでは、
地雷教育、障がい者教育、ヘルシーラ
イフ ( 薬物や道徳 ) など、アフガニス
タンの子どもたちにとって重要な教育
内容を盛り込みました。

アフガニスタンに拡がれ！

ＭＭＣＣの輪♪

　前号でもお伝えしたとおり、2008
年 5 月、バーミヤンに新しいサーカス
ハウスができました！みんなで手作り
で作ったコンテナのサーカスハウスは、
今もバーミヤンＭＭＣＣの活動の拠点
となっています。子どもたちが、子ど
もたちらしく思いっきり楽しめる場所。
そんな場所を作るためにここバーミヤ
ンＭＭＣＣは作られました。そして、

これはアフガニスタンのあちこちにＭ
ＭＣＣを作る計画の第一歩でもありま
す。今後も、2009 年春にはヘラート
州（アフガニスタン西部）に、秋にはジャ
ララバード、2010 年春にはマザリシャ
リフにも、新しいＭＭＣＣの支部が設
立される予定です。最初はそれぞれの
地域に住む子どもたちのパフォーマン
スのためのトレーニングに重点を置き、
徐々にＭＭＣＣのアイデアや活動を学
校や地域のコミュニティに普及してい
くのが目標です。

三角はいくつある？

　ＭＭＣＣスタッフがなんだか変な
ポーズをしていますね。実はこれ、三
角形を人間の体でいくつできるか試し
ているのです。これはスタッフのトレー
ニングの一環であり、ワークショップ
の準備でもあります。ＭＭＣＣではこう
したスタッフのトレーニングやワーク
ショップの準備がとても重要な時間と
され、この時間を通して新しいプログ
ラムを考えたり、スタッフ自身の質の
向上を図っています。

　アフガニスタンの冬の寒さはとても
厳しい。その寒さ故に、冬の間学校は
お休みになります。その冬休みの期間
を使って、MMCCでは毎年ウィンター・
プログラムを開催しています。
　たくさんの新しい子どもたちがやっ
てくるこの時期、MMCC の全ての力が
このプログラムに注がれます。12 月か
ら２月末までの 3ヶ月間、350 人の子
どもたちがこのプログラムに参加しま
した。今年は昨年より 9 クラス増え、
55 の異なるクラスが開かれ、子どもた
ちは自分がやりたい４つのクラスを選
んで参加しました。普段MMCCに通っ

▲どんなに大変に見えることや難
しい事だって問題ない！だって、
僕たちの手は、いつかきっとそこ
に届くから！

▲練習に励む子どもたち

　ウィンター・プログラムが始まるちょ
うどその頃。MMCC のカブールにある
センター敷地内に新しく別館ができま
した！これはポーランド大使館から贈
られた建物で、主に基礎学習の次の段
階である、専門的な教育施設として建
てられました。建物の中には 6つの新

ＭＭＣＣ別館
オープン！！

しい教室があり、これらの教室では、
学校で学んだ科学や地理学、物理学な
どを、より深く専門的に学ぶことがで
きます。ウィンター・プログラム、ティー
チャートレーニングワークショップに
加えて、この別館も新しいモデル・ス
クール・プロジェクトのひとつとなり
ます。これらは MMCC の創造力豊かな
教育方法を学校教育システムに結びつ
ける事を目指しており、この春からス
タートし、その成果はアフガン全土へ
と伝えられていくことでしょう。

ていない子にとって、たくさんの新し
いことにチャレンジできるこの期間は
楽しい！がいっぱいの時間です。そし
て、そんな楽しい！をスタッフと子ど
もたちが共有しあっているからこそ、
楽しい！は２倍にも３倍にもなるので
す。今年もそんな共同作業の中で、
MMCC のウィンター・プログラムをみ
んなでよりよいものに創り上げていく
ことができました。

▲こんな絵を描いてみたよ！ ▲世界中に歌声を響かせよう

▲ちびっ子達は文字の練習中

▲夢中になって刺繍中

　2006 年に MMCC を訪れたとき、ち
びっ子クラスの中に、一際小さな女の子
がいた。見た目からすると３，４歳くら
い。笑顔がとってもかわいい女の子だっ
た。あれから３年。その小さなファリヤ
が、４つのクラブをできるようになっ
た！小さな体で大きな４つのクラブを巧
みに操るのだ！ファリヤのお兄ちゃん
（アンソル）、お姉ちゃんもMMCCに通っ
ている。きっと、かっこいいお兄ちゃん
やお姉ちゃんを見て、一生懸命練習をが

▲バーミヤンの湿原で朝のトレーニ
ングをする子どもたち。足下の芝は
常に水を蓄え、天然のマットレスの
役割を果たしている。失敗しても痛
くない。なんとも優しい大地。

▲左からカリム・シェハーン・ユセフ
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